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育
英
資
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日 

提
出
者 

谷 

口 

善 

太 

郞 

衆

議

院

議

長 

幣 

原 
喜 

重 

郞 

殿 



を
受
け
て
い
る
者
は
二
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
東
京
商
科
大
学
学
部
に
お
い
て
は
、
二
十
四
年
度
育
英
資
金
申
込
者
は
二 

百
名
あ
つ
た
の
に
対
し
、
採
用
人
員
は
三
十
名
に
す
ぎ
な
い
。 

ア
ル
バ
イ
ト
も
不
景
気
の
進
行
に
つ
れ
て
、
い
よ
い
よ
需
要
が
低
下
す
る
の
に
反
し
て
、
こ
れ
を
希
望
す
る
学
生
は
、
た 

と
え
ば
東
大
に
お
い
て
は
、
昨
年
夏
休
前
に
は
全
学
生
の
七
割
で
あ
つ
た
の
に
、
夏
休
後
に
は
九
割
に
増
加
し
て
い
る
と
い 

う
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
増
加
し
つ
つ
あ
る
。 

％
に
す
ぎ
ず
、
首
切
り
、
失
業
、
倒
産
な
ど
の
進
行
に
伴
い
、
こ
の
比
率
は
ま
す
ま
す
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。 

一 

こ
の
よ
う
な
学
生
生
活
の
危
機
の
進
行
に
伴
い
、
育
英
資
金
が
学
生
生
活
を
支
え
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
さ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
は
昭
和
二
十
五
年
度
育
英
資
金
の
増
額
、
採
用
人
員
の
増
加
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
い
か 

ま
た
文
部
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昨
年
六
月
末
日
現
在
で
保
護
者
よ
り
全
額
送
金
を
受
け
て
い
る
学
生
は
僅
か
二
五
・
七 

東
京
農
工
大
学
学
生
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
育
英
資
金
を
希
望
し
な
い
者
は
全
学
生
の
二
〇
％
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
こ
れ 

育
英
資
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

な
る
方
針
を
も
ち
、
い
か
な
る
措
置
を
講
じ
つ
つ
あ
る
か
。 

二 

そ
の
方
針
、
措
置
が
学
生
生
活
の
困
窮
を
打
開
す
る
に
遺
憾
な
い
と
考
え
る
か
。 

三 

東
京
農
工
大
学
学
生
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
育
英
資
金
に
よ
つ
て
学
生
生
活
の
困
難
を
支
え
て
い
る
者
は
、
僅
か
に 

 

○
・
二
八
％
と
い
う
数
字
を
示
し
、
そ
の
金
額
と
し
て
は
二
千
円
か
ら
四
千
円
を
希
望
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
、
支
給
金
額
の
増
加
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。
ま
た
昭
和
二
十
五
年 

度
に
お
い
て
は
か
か
る
措
置
が
と
ら
れ
る
か
。 

四 

現
在
希
望
学
生
の
選
衡
に
あ
た
つ
て
は
、
学
校
へ
の
出
席
率
、
成
績
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
生
活
の
窮
迫
に
よ 

つ
て
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ
、
学
校
へ
出
席
で
き
ず
、
良
い
成
績
を
と
れ
な
い
で
い
る
学
生
が
そ
の
選
に
洩
れ
て
い
る
。 

従
つ
て
支
給
に
際
し
て
は
、
出
席
日
数
、
成
績
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
経
済
的
窮
迫
の
度
の
み
が
、
選
衡
基
準
と
な 

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
及
び
二
十
五
年
度
に
お
け
る
具
体
的
措
置
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 
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